
平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
一
日
提
出

質

問

第

二

五

四

号

ア
ド
ル
フ
・
ヒ
ト
ラ
ー
の
著
作
「
我
が
闘
争
」
の
一
部
を
、
学
校
教
育
に
お
け
る
教
材
と
し
て
用
い
る
こ
と
が

否
定
さ
れ
る
か
ど
う
か
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

提

出

者

宮

崎

岳

志
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ア
ド
ル
フ
・
ヒ
ト
ラ
ー
の
著
作
「
我
が
闘
争
」
の
一
部
を
、
学
校
教
育
に
お
け
る
教
材
と
し
て
用
い
る
こ
と
が

否
定
さ
れ
る
か
ど
う
か
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

政
府
は
平
成
二
十
九
年
四
月
六
日
提
出
質
問
第
二
〇
七
号
『
ア
ド
ル
フ
・
ヒ
ト
ラ
ー
の
著
作
「
我
が
闘
争
」
の
一
部
を
、
学

校
教
育
に
お
け
る
教
材
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
否
定
さ
れ
る
か
ど
う
か
に
関
す
る
質
問
主
意
書
』
へ
の
答
弁
書
に
お
い
て
、

「
教
育
基
本
法
等
の
趣
旨
に
従
っ
て
い
る
こ
と
等
の
留
意
事
項
を
踏
ま
え
た
有
益
適
切
な
も
の
で
あ
る
限
り
、
校
長
や
学
校
の

設
置
者
の
責
任
と
判
断
で
使
用
で
き
る
も
の
で
あ
る
」
と
の
見
解
を
示
し
た
。

で
は
、
学
校
教
育
に
お
い
て
、
「
我
が
闘
争
」
の
う
ち
一
部
分
と
し
て
は
問
題
の
な
い
一
文
を
抜
粋
し
て
道
徳
の
教
材
に
掲

載
し
、
学
校
の
児
童
・
生
徒
等
に
暗
唱
さ
せ
る
行
為
は
、
「
教
育
基
本
法
等
の
趣
旨
に
従
っ
て
い
る
こ
と
等
の
留
意
事
項
を
踏

ま
え
た
有
益
適
切
な
も
の
」
で
あ
り
、
「
校
長
や
学
校
の
設
置
者
の
責
任
と
判
断
で
使
用
で
き
る
も
の
」
と
い
え
る
か
。

右
質
問
す
る
。


